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建築学科2012 講演会と建築展
建築学科主催による講演会と建築展を開催します。詳しい日時や場所は本学ホームページをご覧ください。

《講演会日程　会場 ： 北海道工業大学》
10月20日（土）   中山 英之氏「これまでつくってきたもの」
10月26日（金）   松村 秀一氏「東日本大震災と『利用の構想力』
　　　　　　   －建築専門家の新しい仕事－」
10月下旬予定   斎藤 公男氏「空間と技術の交差点（仮題）」
11月  2日（金）　山梨 知彦氏「近作、木材会館、ホキ美術館、
　　　　　　　ソニーシティ大崎について」

11月  7日（水）   後藤 達也氏「形式と自由」
11月12日（月）   濱田 靖弘氏「建築とエネルギーについて（仮題）」
11月19日（月）   武田 邦彦氏「デザインとしての環境論」
11月中旬予定　中島    肇氏「空間構造とデザイン（仮題）」
11月30日（金）   田辺 新一氏「建築における環境工と設備のおもしろさ（仮題）」
12月  7日（金）   岩澤 浩一氏「『コンセプトとその実現』
　　　　　　　 ～卒業設計から現在までの設計活動をとおして～」

《第9回北海道工業大学建築学科建築展》
期間 ： 11月17日（土）～22日（木）
会場 ： 紀伊國屋書店札幌本店2階ギャラリー

建築の面白さ・奥深さにふれる機会

第45回北海道工業大学大学祭

9月29日（土）・ 30日（日）
会場 ： 北海道工業大学

※詳細はホームページにて 
　http://www.hit.ac.jp/̃fes/

※9月28日（金）は準備日です。

《主なイベント》

北海道工業大学大学祭を今年も開催

9月29日（土）
DOMINANT LIVE
ザ・ビンゴ☆2012
推理ターイム！
花火

9月30日（日）
もちりんピック in HIT
松本梨香＆NoBスペシャルLIVE
じゃんけんファイト！
THE BINGO☆2012

※講演日程・内容は予定のため、やむをえない事情による
　変更の際には何卒ご容赦願います。
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09  september

父母懇談会（地方）、進学・入試相談会（地方）
夏季休業終了
学位記授与式（10：00～）
後期始講
父母懇談会（札幌）
第2回A0入試［前期］セミナー、
第1回AO入試［後期］エントリー説明会
大学祭（～30日）
第3回オープンキャンパス
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北海道工業大学大学説明会（企業向け：札幌会場）
第2回AO入試［後期］セミナー
系列校推薦入試
公募推薦入試［前期］、指定校推薦入試、
編入学試験［後期（社会人・学士）］、外国人留学生入試
第3回AO入試［後期］セミナー
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10  october

第3回AO入試［前期］セミナー、
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第1回AO入試［後期］セミナー
第2回大学見学会
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12  december

奨学生選抜入試
冬季休業前終講
AO入試［後期］、公募推薦入試［中期］
冬季休業開始（～1月4日）
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冬季休業終了
冬季休業明け始講
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9/12 wed -14 fri
本学機械システム工学科の河合洋明先生が実行委員長を務めます。9月13日（木）16:00～17:30には、「生命体における巨視的構
造の力学的構築」と題して、北海道大学先端生命科学研究院長の川端和重先生による特別講演があります。この講演は、一般の方も
聴講できる公開講座（無料）です。

●会場 ： 北海道工業大学
※詳細はホームページにて
　 http://nenji.jsrae.or.jp/nenji/

日本冷凍空調学会年次大会 

9/29 sat  13：30～16：20
本学人間社会学科の湯川恵子先生が、全国大会の副実行委員長を務めます。9月29日（土）13:30～16:20には、「地域が掘り起こした宝もの
～"江別小麦めん"北海道江別市・地域連携の取り組み～」と題して、講師に佐久間良博氏（江別製粉株式会社 常務取締役）・杉野邦彦氏（株
式会社菊水 代表取締役社長）を招いた公開シンポジウムと、片岡弘正氏（かたおか農園）他3名を招いたパネルディスカッションを開催します。シ
ンポジウムは一般の方も無料参加できますので、直接会場（北大工学部）までお越しください。

●会場 ： 北海道大学大学院 工学研究院 
　　　　オープンホール

日本経営診断学会全国大会

9/22 sat  17：00～18：30
“就職大航海時代の羅針盤”をテーマに、厳しい就職戦線に立ち向かうため、若者はどう学び自分を強くすべきなのかを主な論点に人間
社会学科の2年生が意見を述べ、聴衆と議論を展開します。この企画は、本学の夢プロジェクト「論客育成塾」の一環として行われます。

●会場 ： 紀伊國屋書店札幌本店 
　　　   1階インナーガーデン

人間社会学科まちなかトークセッション②



今から20数年前の話になりますが、マレーシアの大学と民間交流をし

ており、その時に両足のない男の子と出会いました。しかし当時は、

実際に何もできなかったんです。でもマレーシアに訪れる度、いつも

彼とその家族は私を笑顔で迎えてくれました。なぜ何もできない私の

訪問を、喜んでくれるのか聞くと「今まで外国の、しかも日本からボク

のためにわざわざ助けたいと思って来てくれる人なんて一人もいな

かった。でも、中村さんは“会いに来てくれる”。それだけでボクは、

すごく希望をもらった」―そう言うんですよね。

義肢装具士は、経験を要する仕事なので若いうちは大変かも知れな

い。地味だし、この時代に石膏まみれの仕事をなぜしているんだろ

う、そう思うこともあるかも知れません。でも、例えば病院で患者さん

に接する時、ベテランの義肢装具士の補助でも構わない。ちょっとあ

なたがニコッとするだけで、患者さんも、その家族も、どんなに救われ

るかも知れません。義肢装具士だから義肢を作るだけではなく、そこ

に行く、会いに行く。そんな“ハートの部分”は、きっと相手に伝わり

ます。

一人の顧客さえ喜んでくれれば、私は、必ずこの喜びの輪が広がる

のではないかと自分に言いきかせてきました。そして、自分たちの作っ

たもの、考えたもので、世界の人の支えになりたいと思ってきました。

義肢装具士の仕事は、対個人の、とても小さな仕事ですが、その喜

びは世界に広がります。学校では義肢装具士の「基礎」を学べま

す。でも、それをすべてだとは思わずに、自分たちのいろんな能力を

引き出せば、在学中でも、卒業後でも、大きく道は拓けます。私たち

は非常に夢のある仕事をしていて、そして私たちの仕事を世界の人

が待っています。絶えずグローバルな視野を持って、悔いのない学生

生活、社会人生活に挑戦して欲しいなと思います。
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世界にたったひとつ。
ユーザーさんの“希望”をつくる

、義肢装具士。

特 集FEATURE

中学1年の頃に、TV番組を通じて中村ブレイスを知りました。本物そっくりの義手が衝
撃的で、それまで描いてたすべての夢を超えて義肢装具士になりたい、中村ブレイス
で働きたいと切望するようになり、その思いは一度も揺らぎませんでした。患者さんと直
に接するなかで出会うのが、怪我をした身体以上に、心が病んでいるケース。そういう
方にこそ、自分たちの技術で喜びを届けたいです。

義肢装具学科は必修科目が多いので決してラクな4年間ではなく、それ
ゆえ、4年生に進級できる学生はみんな真面目です。嶋田くんはその中
でも模範的な学生でしたね。就職してから2年目になりますが、まずは5
年。5年くらい経つと、仕事のなかで自分の得意なフィールドが見えてく
るもの。彼はマイペースな面もありますが、根性もある。憧れの企業で、
新たな夢に向かって進んで欲しいです。

中村ブレイス株式会社勤務

嶋田 岳 さん
2011年3月 医療工学部 医療福祉工学科 
義肢装具学専攻卒業

学生時代、嶋田さんの
指導にあたった
義肢装具学科の昆恵介先生談

平成18年4月、4年制大学にお
いて国内初となる「義肢装具学

専攻」が本学に誕生しました。
学内のなかでも非常に特色の

ある専

攻で、工学、医学、福祉の分
野を横断的に学び、義肢・装

具を作る専門職を育てています
。これまで輩出してきた義肢装

具の製

作所で働くOB・OGの活躍は
もちろん、医療機器メーカーな

ど医療系企業への就職、また
、高齢社会を支える福祉用具

の開発需

要など、これまでの実績と社会
の要請を受け、平成24年4月、

「義肢装具学科」として新学科
を設立しました。

第19回 日本義肢装具士協会
学術大会が開催されました。

Topics

毎年開催される「日本義肢装具士協会学術大会」。19回目となる2012年は、その大会長に本学義肢装具学科の

関宏三先生が就任し、札幌で開催しました。7月7日・8日の両日、札幌コンベンションセンターで行われた今大会で

は、「地域に密着した福祉とは？」をテーマに、義肢装具界や各分野で活躍されている研究者や先生方を招待した講

演をはじめ、義肢装具士の学術発見、義肢装具・福祉用具の商業展示ブースなどが設けられました。当日は本学の

学生も大会運営をサポート。業界の今を肌で感じる2日間となりました。

Profile

1948年、島根県生まれ。高校卒業後、京都とアメリカで義肢装具の

製作技術を学ぶ。帰国後は故郷の島根県大森町に中村ブレイスを創

業。義肢装具のほか、人体そっくりの人工乳房や義手などオンリーワ

ンの技術で世界的企業となる。地元の石見銀山の世界遺産登録にも

尽力。2012年に出版されたポプラ社刊「元気がでる日本人100人の

ことば」のなかでは、松下幸之助氏、柳井正氏などと並び、日本を代

表する著名人として紹介されている。

http://www.nakamura-brace.co.jp

義 肢 装 具 学 科 、誕 生 。
8月12日に閉幕したロンドンオリンピックで、ひときわスタジアムの喝采を浴びた義足のランナー。その足元を支えるプロ
フェッショナルこそ「義肢装具士」です。「義肢」とは、事故や病気で失った手足の代わりになる義手や義足のことで、「装
具」とは、サポーターやコルセットなど、低下した身体の機能を補う用具のこと。義肢装具士とは、医師や理学療法士など
と協力し義肢や装具を作る、国家資格の専門職です。ユーザーに合う義足ならスポーツも可能にしますが、合わない義足
では普通に歩くことも困難です。そんなシビアな世界のなかで、オリンピックの舞台に両足義足の選手が出場することは、
とても誇らしく、また勇気づけられるニュースでした。

義 肢 装 具×工 学 。
医療職でありながら“ものつくり”という技術職の面も持つ義肢装具士。国家資格取得のためのカリキュラム編成はもちろ
ん、高性能の義肢・装具の製作・開発に必要な機械工学や電子工学、制御工学など、工学系の学びが充実している
のが本学科の特長です。義肢装具の開発は日進月歩ですが、工学の基礎知識があれば新しい技術への対応が可能で
す。また、学内の実験室には三次元動作計測装置、筋電計、代謝測定装置など全国有数の設備が揃い、研究開発の
環境も充実しています。

研 究 を 通じ 、視 野 を 広 げ る 。
4年制大学の強みが、先端的な研究テーマを持つ教員の指導のもと「義肢装具の研究に携わる」ことができる点です。コ
ンピュータ制御による“ハイテク義足”の歩行評価や、インソールの形状による心身への影響、身体障がい者のためのス
ポーツ用自助具に関する研究、あるいは、北海道という土地柄を活かした冬季用の歩行補助具の開発など、義肢装具の
製作だけにとどまらず、学生自らが研究に取り組み、将来への視野を広げています。
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中村 俊郎

中村ブレイス株式会社　
代表取締役社長

Toshiro NAKAMURA

第 1 9回  日本義肢装具士協会

学術大会にて、

教育講演を行った中村俊郎氏に、

義肢装具士を目指す皆さんへ

メッセージをいただきました。

道工大OBも働いてます！！

野坂ゼミの風景

学生による装具の
適合

代謝測定装置によ
る計測

義肢装具学科2年生の皆さん
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中村ブレイス株式会社　
代表取締役社長

Toshiro NAKAMURA

第 1 9回  日本義肢装具士協会

学術大会にて、

教育講演を行った中村俊郎氏に、

義肢装具士を目指す皆さんへ

メッセージをいただきました。

道工大OBも働いてます！！

野坂ゼミの風景

学生による装具の
適合

代謝測定装置によ
る計測

義肢装具学科2年生の皆さん



HIT
北海道工業大学の“今”

がわかる、旬の話題をお
届け！

Release!
「道工大と道総研の連携・協力協定」
締結記念セミナーを開催。
7月6日、札幌ガーデンパレスにおいて「道工大と道総研の連携・協力協定」締結記念

セミナーが開催されました。このセミナーは、平成24年3月8日に北海道立総合研究機

構と本学が寒冷地特有の技術の構築を推進し、その成果を産業界や地域社会へ還元

することなどを通して、道内産業の高度化や活性化に寄与することを目的とした連携・

協力協定で、その締結を記念し、両者共同主催で開催されたものです。「北国のくらしと

エネルギーを考える―身近な省エネルギーのすすめ―」と題し、家庭やオフィスで実践で

きる身近な省エネルギーをテーマに科学の視点から4名の講師による講演が行われ、

250名の参加者は、興味深く耳を傾けていました。

猿払村と
「地域連携協定」を締結。
7月19日、北海道薬科大学サテライトキャンパスにおいて、猿払

村との地域連携協定に関する調印式を行いました。この協定

は、猿払村と本学が人的・知的資源、施設及び情報など、相

互交流支援や効果的な活用を進め連携することにより、愛着と

誇りの持てるまちづくりの推進と人材育成に寄与することを目的と

したものです。本学卒業生であり猿払村村議会議員の方から、

猿払村の現状と問題点について本学学長がご相談を受けたこと

をきっかけに、協定締結の運びとなりました。今後は、技術提供

や公開講座等の実施について検討していく予定です。

市内3校の皆さんが、
体験型連携授業を行いました。
8月1日～3日の3日間、札幌琴似工業高等学校・札幌

工業高等学校の生徒さん32名、また、8月22日～24日

の3日間、北海道札幌あすかぜ高等学校の生徒さん384

名が、本学で体験型連携授業（高大連携教育）を行い

ました。高大連携教育は、本学と各高校との間で締結さ

れている「連携教育に関する覚書」に基づくもので、本

学の教員が授業等を行い、工学に対する理解と学習意

欲を高めるとともに、地域の科学技術教育活動の普及に

寄与することを目的に実施しています。

根室市で「北海道工業大学 
青少年公開講座―サイテクアド―」を開催。
7月28日、根室市総合文化会館において「北海道工業大学 青少年公開講座―サイテクアド

―（サイエンス＆テクノロジー・アドベンチャー）」を開催しました。この公開講座は、小学1年生

から6年生を対象に、体験型講座を通して自分の手でモノを作る楽しさを経験し、その背景にある

科学的原理を理解することによって、理科（科学技術）への興味を喚起することを目的として開

催されたものです。講座には13組の親子が参加し、針金や乾電池、クリップを使ったオリジナル

の「電流イライラ棒」を製作。モノつくりの楽しさを実感できる講座となりました。

7月25日、専門職公開講座「生産

現場KAIZEN力育成ゼミナール」

の入講式が行われました。「生産現

場KAIZEN力育成ゼミナール」と

は、将来の道内製造業を担う若い

人材を対象に、製造業に求められ

るＱ（品質向上）、Ｃ（コスト低減）、

Ｄ（納期短縮）実現のための基礎

力と現場KAIZEN力を身につける

ための公開講座です。24名の受

講者は、入講式に続き、初回テー

マ「KAIZENの見方・考え方」を

真剣に受講しました。

巽（タツミ）村長/左
苫米地学長/右

「生産現場KAIZEN力
育成ゼミナール」開講。

7月25日、上富良野町において、本学建築学科の谷口尚弘准教授の研究室が

制作してきた「大雪ロングトレイルコース模型」が完成し、上富良野町長をはじめと

する関係者の皆様に公開しました。この模型は、本学と上富良野町との地域連

携協定の一環として「NPO法人環境ボランティア野山人」からの依頼を受け制

作されたもので、「大雪ロングトレイルコース」は環境保全や地域の文化・歴史の

資源を再確認し、今後の発展に努めることを目的として設定されたコースです。

谷口研究室制作
「大雪ロングトレイルコース模型」が完成。

手稲区の少年消防クラブによる
競技大会を実施しました。
7月26日、本学新体育館「HIT ARENA」において、

手稲区の少年消防クラブによる「平成24年度競技大

会」が行われました。この大会は、消防に関する知

識・技術を競いながら、クラブ相互の交流を深めるとと

もに健全なクラブ員の育成を目的としています。

「全日本空手道連盟 
和道会北海道地区本部
合同練習会」を実施。
6月24日、本学新体育館「HIT ARENA」において、体育館の

落成記念行事の一環として「空手道 和道会合同練習会」が開

催されました。小学生をはじめ中学生・高校生、一般の方々約

150名が参加、基本練習や組手試合を行いました。本学空手

道部はワールドカップで優勝した先輩をはじめ、大勢の先輩が優

秀な成績を残しています。

主催／北海道工業大学  
後援／根室市教育委員会・北海道工業大学同窓会根室支部

千葉准教授らによる論文が、
「北の風花賞」を受賞。
5月18日、北海道大学百年記念会館において、公益社団法人日

本雪氷学会北海道支部の研究発表会が開催され、本学建築学

科の千葉隆弘准教授と本学苫米地司学長らによる論文「構造部

材における着雪性状に関する研究」が、雪氷研究の発展や積雪

寒冷地での社会生活に大きな貢献が期待できる論文に贈られる、

2012年度北海道雪氷賞「北の風花賞」を受賞しました。

※「北海道薬科大学
サテライトキャンパ
ス」は本学の系列校で
ある北海道薬科大学
が札幌市内に設置し
ている施設です。
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原動力は、選手の声。
夢プロの成果報告は大学祭で！
6月18日～8月10日の期間、ロンドン・パラリンピックに向けた選手の強化合宿

が深川市で行われ、そのボランティアとして義肢装具学科の学生が参加しまし

た。同学科3年須藤佑介さんたちは、障がい者・高齢者の現状調査等を目的

に「夢プロ」に応募し、採択。実際に調査するなかで「もっと障がい者スポーツ

を知って欲しい｣という選手の思いに触れ、この合宿にボランティアとして参加し

たほか、スポーツ競技"ボッチャ"など札幌市内で障がい者スポーツに取り組む団

体の取材、手稲区のバリアフリー状況などの調査等をまとめました。9月29日、

30日に開催される大学祭では、展示や報告を行う予定です。是非、大学祭で

活動の様子をご覧ください。

「平成24年度春季図書館イベント」＆
「2012夏 エコ推進ポスター&川柳」
各表彰式を開催。
7月30日、本学図書館学術情報センター長室において、春季図書

館イベントで募集した読書感想文の表彰式が行われ、38名の応募

のなかから下記の皆さんが受賞しました。また、7月31日には本学

大会議室において「エコ推進ポスター＆川柳」の表彰式が行われま

した。このイベントは、エコをテーマとした作品を募集することでエコ

活動や意識向上を促すことを目的に行われています。今年度は、ポ

スター部門に36作品、川柳部門に392作品の応募がありました。

韓国から学生が来学、フィンランド
から留学生 国際交流も盛んです。
6月29日、韓国キョンヒ大学校優

秀新入生研修団一行（学生14

名、教員2名）が本学を訪問。学

内施設6箇所を見学したのち、新

体育館「HIT ARENA」で機械シ

ステム工学科と人間社会学科の

学生12名とバレーボール大会（日

韓混合戦）を実施しました。

また、7月23日、本学講義室にお

いて、オウル総合科学大学（フィ

ンランド）からの交換留学生二人

による報告会が行われ、「私の日

本滞在経験・体験談」「日本と

フィンランドの大学の相違点」が

発表されました。

「第21回ていね
夏あかり」が開催されました。
7月15日、手稲区前田の「てっぽく・ひろば」におい

て、本学人間社会学科濱谷研究室、建築学科谷口研

究室、藤女子大学大垣研究室などの学生と、地域団

体で構成される実行委員会主催による「第21回ていね

夏あかり」が開催されました。今回は「花～夜空に願い

を込めて～」をテーマに約1万個の手づくりちょうちんが

点灯。本学学生は区内の子どもたちやお年寄りへのちょ

うちん製作指導や会場デザイン、設営等を行いました。

本学山岳部新入部員4名が「手稲消防団山岳救助隊」に入団。
7月1日、手稲区前田の手稲プール駐車場において、「平成24年度手稲消防団消防総合訓練大

会」が行われ、本学山岳部の部員11名を含む手稲消防団山岳救助隊が参加しました。手稲消防団

山岳救助隊は大会進行のほか、市民に対する応急手当普及啓発活動として救急指導も行いまし

た。また、大会終了後には、山岳部の新入部員4名に、安澤消防団長より辞令が手渡されました。

東北工業大学との総合定期戦を開催。
8月21日・22日、本学新体育館等において、

「第27回東北工業大学・北海道工業大学総合

定期戦」を開催しました。総合定期戦は、両大

学の建学の精神に基づき課外活動を通して心身

を錬磨し、親交を深め、体育・文化の高揚に努

めることを目的に毎年開催してきました。昨年度

は、東日本大震災の影響で中止となり、今年度

は2年ぶりの開催となりました。今年度の総合成

績は8勝5敗で本学の総合優勝となりました。

「省エネパトロール」に参加した学生ボランティアに認定書を授与。
7月31日、本学HITプラザにおいて、「省エネパトロール」に参

加した学生ボランティア110名に対し、認定書の授与が行われ

ました。「省エネパトロール」は、本学環境マネジメント推進委員

会が省エネルギーの啓発活動の一環として行っている取り組み

で、5月7日から7月27日までの期間、学内の廊下やトイレなど

の施設を巡回し、無駄な照明を消灯する等の省エネ活動を実

施したものです。授与式のあとは慰労会を開催しました。

※「夢プロジェクト（夢プロ）」とは、学生自らが企画したプランをプレゼンテーションし、採択されたものには大学の資金援助
　が得られる本学ならではのユニークな制度で、今年度は11テーマが採択されました。

部活動の
大会出場記録
※一部抜粋

［アーチェリー部］
●第37回北海道フィールドアーチェリー選手権大会（7月8日）
　男子RC1位　赤井 寿徳さん（医療福祉工学科）
　男子RC2位　松實 侑紀さん（情報フロンティア工学科）

［バレーボール部］
●第45回大滝杯北海道大学
　男・女バレーボールリーグ春季大会（4月28日～ 30日）
　3部リーグ3位

［写真部］
●三大学合同写真展出展（6月14日～ 19日）

［YOSAKOIソーラン部］
●第21回YOSAKOIソーラン祭り（6月6日～10日）
　セミファイナル9位

［卓球部］
●第82回全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）北海道予選 兼
　第44回北海道学生卓球連盟会長杯争奪卓球選手権大会（5月26・27日）
　男子団体3位
●第82回全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）出場（7月5日～ 8日）

［弓道部］
●第59回全道学生弓道選手権大会（7月7日・8日）
　女子個人準優勝　山崎 恵里加さん（医療福祉工学科）

［自動車部］
●室蘭工業大学ダートトライアル2012（5月5日）
　現役クラス2位　中村 真一さん（機械システム工学科）
●ASPテクニカルジムカーナ（7月1日）
　NRクラス3位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
　R2クラス2位　永森 大揮さん（建築学科）
　R2クラス3位　伊藤 大将さん（医療福祉工学科）
　R2クラス5位　藏谷 俊彦さん（機械システム工学科）
●北大ジムカーナ2012（7月15日）
　現役クラス5位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
●ASP PD CUP ～ SATURDAY NIGHT GYMKHANA ～出場（7月21日）

［アイスホッケー部］
●第53回札幌市民体育大会アイスホッケー競技会（6月9日～ 7月15日）
　Bプール優勝

［空手道部］
●第56回全日本学生空手道選手権大会並びに東西対抗戦（7月1日）
　男子個人組手出場　川崎 博生さん（医療福祉工学科）
　東西対抗戦出場　　　　同上　　（        同上       ）　
●平成24年度 札幌市西区・手稲区空手道選手権大会 兼 
　第53回札幌市民体育大会空手道競技西区・手稲区予選大会（7月1日）
　一般・大学男子組手準優勝　飯田 将史さん（機械システム工学科）
　一般・大学男子組手3位　勝戸 裕造さん（電気デジタルシステム工学科）
　一般・大学男子組手ベスト8　大山 祥朋さん（建築学科）
●平成24年度北海道体育大会 兼 
　第67回国民体育大会空手道競技北海道予選（8月5日）
　成年男子重量級組手3位　飯田 将史さん（機械システム工学科）

［山岳部］
●平成24年度手稲消防団消防総合訓練大会参加（7月1日）

［放送芸術部］
●NHK creative frontier2012（5月13日）
　実写部門演出賞　田中 翔梧さん（メディアデザイン学科）以下10名
　実写部門奨励賞　庄子 有希さん（メディアデザイン学科）以下9名
　実写部門奨励賞　屋代 悠貴さん（情報フロンティア工学科）以下11名
　CG/アニメ部門奨励賞　岡和田 夢子さん（メディアデザイン学科）以下2名

［少林寺拳法部］
●少林寺拳法第43回北海道学生大会（7月22日）
　規定組演武男子見習いの部優勝　木内 梢太さん（メディアデザイン学科）
　　　　　　　　　　　　　　　　村岡 直樹さん（電気デジタルシステム工学科）
　立合評価法男子級拳士の部優勝　近藤 大地さん（メディアデザイン学科）
●第32回少林寺拳法北海道大会 兼 全国大会北海道地区選考会（7月29日）
　規定単独演武一般女子三段以上の部優秀賞　小橋 知弥さん（建築学科）

 【種目戦績】※一部抜粋、＜＞内は勝利校

 サッカー　2対3　＜東北工業大学＞
 ラグビーフットボール（7人制）　37対10　＜北海道工業大学＞
 ソフトテニス　0対5　＜東北工業大学＞
 硬式テニス　5対0　＜北海道工業大学＞
 バスケットボール　79対76　＜北海道工業大学＞　他

【2012 夏 エコ推進ポスター＆川柳】
◎ポスター部門　受賞者
　＜委員長賞＞
　田中 翔梧さん（メディアデザイン学科）他
◎川柳部門　受賞者
　＜委員長賞＞
　早坂 朋博さん（都市環境学科）
　作品「節電で　財布もエコも　守り抜け！」他

【読書感想文　受賞者】
＜学術情報センター長賞＞
　内田 海さん（人間社会学科）
　作品名「陽気なギャングが地球を回す」他
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原動力は、選手の声。
夢プロの成果報告は大学祭で！
6月18日～8月10日の期間、ロンドン・パラリンピックに向けた選手の強化合宿

が深川市で行われ、そのボランティアとして義肢装具学科の学生が参加しまし

た。同学科3年須藤佑介さんたちは、障がい者・高齢者の現状調査等を目的

に「夢プロ」に応募し、採択。実際に調査するなかで「もっと障がい者スポーツ

を知って欲しい｣という選手の思いに触れ、この合宿にボランティアとして参加し

たほか、スポーツ競技"ボッチャ"など札幌市内で障がい者スポーツに取り組む団

体の取材、手稲区のバリアフリー状況などの調査等をまとめました。9月29日、

30日に開催される大学祭では、展示や報告を行う予定です。是非、大学祭で

活動の様子をご覧ください。

「平成24年度春季図書館イベント」＆
「2012夏 エコ推進ポスター&川柳」
各表彰式を開催。
7月30日、本学図書館学術情報センター長室において、春季図書

館イベントで募集した読書感想文の表彰式が行われ、38名の応募

のなかから下記の皆さんが受賞しました。また、7月31日には本学

大会議室において「エコ推進ポスター＆川柳」の表彰式が行われま

した。このイベントは、エコをテーマとした作品を募集することでエコ

活動や意識向上を促すことを目的に行われています。今年度は、ポ

スター部門に36作品、川柳部門に392作品の応募がありました。

韓国から学生が来学、フィンランド
から留学生 国際交流も盛んです。
6月29日、韓国キョンヒ大学校優

秀新入生研修団一行（学生14

名、教員2名）が本学を訪問。学

内施設6箇所を見学したのち、新

体育館「HIT ARENA」で機械シ

ステム工学科と人間社会学科の

学生12名とバレーボール大会（日

韓混合戦）を実施しました。

また、7月23日、本学講義室にお

いて、オウル総合科学大学（フィ

ンランド）からの交換留学生二人

による報告会が行われ、「私の日

本滞在経験・体験談」「日本と

フィンランドの大学の相違点」が

発表されました。

「第21回ていね
夏あかり」が開催されました。
7月15日、手稲区前田の「てっぽく・ひろば」におい

て、本学人間社会学科濱谷研究室、建築学科谷口研

究室、藤女子大学大垣研究室などの学生と、地域団

体で構成される実行委員会主催による「第21回ていね

夏あかり」が開催されました。今回は「花～夜空に願い

を込めて～」をテーマに約1万個の手づくりちょうちんが

点灯。本学学生は区内の子どもたちやお年寄りへのちょ

うちん製作指導や会場デザイン、設営等を行いました。

本学山岳部新入部員4名が「手稲消防団山岳救助隊」に入団。
7月1日、手稲区前田の手稲プール駐車場において、「平成24年度手稲消防団消防総合訓練大

会」が行われ、本学山岳部の部員11名を含む手稲消防団山岳救助隊が参加しました。手稲消防団

山岳救助隊は大会進行のほか、市民に対する応急手当普及啓発活動として救急指導も行いまし

た。また、大会終了後には、山岳部の新入部員4名に、安澤消防団長より辞令が手渡されました。

東北工業大学との総合定期戦を開催。
8月21日・22日、本学新体育館等において、

「第27回東北工業大学・北海道工業大学総合

定期戦」を開催しました。総合定期戦は、両大

学の建学の精神に基づき課外活動を通して心身

を錬磨し、親交を深め、体育・文化の高揚に努

めることを目的に毎年開催してきました。昨年度

は、東日本大震災の影響で中止となり、今年度

は2年ぶりの開催となりました。今年度の総合成

績は8勝5敗で本学の総合優勝となりました。

「省エネパトロール」に参加した学生ボランティアに認定書を授与。
7月31日、本学HITプラザにおいて、「省エネパトロール」に参

加した学生ボランティア110名に対し、認定書の授与が行われ

ました。「省エネパトロール」は、本学環境マネジメント推進委員

会が省エネルギーの啓発活動の一環として行っている取り組み

で、5月7日から7月27日までの期間、学内の廊下やトイレなど

の施設を巡回し、無駄な照明を消灯する等の省エネ活動を実

施したものです。授与式のあとは慰労会を開催しました。

※「夢プロジェクト（夢プロ）」とは、学生自らが企画したプランをプレゼンテーションし、採択されたものには大学の資金援助
　が得られる本学ならではのユニークな制度で、今年度は11テーマが採択されました。

部活動の
大会出場記録
※一部抜粋

［アーチェリー部］
●第37回北海道フィールドアーチェリー選手権大会（7月8日）
　男子RC1位　赤井 寿徳さん（医療福祉工学科）
　男子RC2位　松實 侑紀さん（情報フロンティア工学科）

［バレーボール部］
●第45回大滝杯北海道大学
　男・女バレーボールリーグ春季大会（4月28日～ 30日）
　3部リーグ3位

［写真部］
●三大学合同写真展出展（6月14日～ 19日）

［YOSAKOIソーラン部］
●第21回YOSAKOIソーラン祭り（6月6日～10日）
　セミファイナル9位

［卓球部］
●第82回全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）北海道予選 兼
　第44回北海道学生卓球連盟会長杯争奪卓球選手権大会（5月26・27日）
　男子団体3位
●第82回全日本大学総合卓球選手権大会（団体の部）出場（7月5日～ 8日）

［弓道部］
●第59回全道学生弓道選手権大会（7月7日・8日）
　女子個人準優勝　山崎 恵里加さん（医療福祉工学科）

［自動車部］
●室蘭工業大学ダートトライアル2012（5月5日）
　現役クラス2位　中村 真一さん（機械システム工学科）
●ASPテクニカルジムカーナ（7月1日）
　NRクラス3位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
　R2クラス2位　永森 大揮さん（建築学科）
　R2クラス3位　伊藤 大将さん（医療福祉工学科）
　R2クラス5位　藏谷 俊彦さん（機械システム工学科）
●北大ジムカーナ2012（7月15日）
　現役クラス5位　湯浅 貴文さん（機械システム工学科）
●ASP PD CUP ～ SATURDAY NIGHT GYMKHANA ～出場（7月21日）

［アイスホッケー部］
●第53回札幌市民体育大会アイスホッケー競技会（6月9日～ 7月15日）
　Bプール優勝

［空手道部］
●第56回全日本学生空手道選手権大会並びに東西対抗戦（7月1日）
　男子個人組手出場　川崎 博生さん（医療福祉工学科）
　東西対抗戦出場　　　　同上　　（        同上       ）　
●平成24年度 札幌市西区・手稲区空手道選手権大会 兼 
　第53回札幌市民体育大会空手道競技西区・手稲区予選大会（7月1日）
　一般・大学男子組手準優勝　飯田 将史さん（機械システム工学科）
　一般・大学男子組手3位　勝戸 裕造さん（電気デジタルシステム工学科）
　一般・大学男子組手ベスト8　大山 祥朋さん（建築学科）
●平成24年度北海道体育大会 兼 
　第67回国民体育大会空手道競技北海道予選（8月5日）
　成年男子重量級組手3位　飯田 将史さん（機械システム工学科）

［山岳部］
●平成24年度手稲消防団消防総合訓練大会参加（7月1日）

［放送芸術部］
●NHK creative frontier2012（5月13日）
　実写部門演出賞　田中 翔梧さん（メディアデザイン学科）以下10名
　実写部門奨励賞　庄子 有希さん（メディアデザイン学科）以下9名
　実写部門奨励賞　屋代 悠貴さん（情報フロンティア工学科）以下11名
　CG/アニメ部門奨励賞　岡和田 夢子さん（メディアデザイン学科）以下2名

［少林寺拳法部］
●少林寺拳法第43回北海道学生大会（7月22日）
　規定組演武男子見習いの部優勝　木内 梢太さん（メディアデザイン学科）
　　　　　　　　　　　　　　　　村岡 直樹さん（電気デジタルシステム工学科）
　立合評価法男子級拳士の部優勝　近藤 大地さん（メディアデザイン学科）
●第32回少林寺拳法北海道大会 兼 全国大会北海道地区選考会（7月29日）
　規定単独演武一般女子三段以上の部優秀賞　小橋 知弥さん（建築学科）

 【種目戦績】※一部抜粋、＜＞内は勝利校

 サッカー　2対3　＜東北工業大学＞
 ラグビーフットボール（7人制）　37対10　＜北海道工業大学＞
 ソフトテニス　0対5　＜東北工業大学＞
 硬式テニス　5対0　＜北海道工業大学＞
 バスケットボール　79対76　＜北海道工業大学＞　他

【2012 夏 エコ推進ポスター＆川柳】
◎ポスター部門　受賞者
　＜委員長賞＞
　田中 翔梧さん（メディアデザイン学科）他
◎川柳部門　受賞者
　＜委員長賞＞
　早坂 朋博さん（都市環境学科）
　作品「節電で　財布もエコも　守り抜け！」他

【読書感想文　受賞者】
＜学術情報センター長賞＞
　内田 海さん（人間社会学科）
　作品名「陽気なギャングが地球を回す」他
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建築学科2012 講演会と建築展
建築学科主催による講演会と建築展を開催します。詳しい日時や場所は本学ホームページをご覧ください。

《講演会日程　会場 ： 北海道工業大学》
10月20日（土）   中山 英之氏「これまでつくってきたもの」
10月26日（金）   松村 秀一氏「東日本大震災と『利用の構想力』
　　　　　　   －建築専門家の新しい仕事－」
10月下旬予定   斎藤 公男氏「空間と技術の交差点（仮題）」
11月  2日（金）　山梨 知彦氏「近作、木材会館、ホキ美術館、
　　　　　　　ソニーシティ大崎について」

11月  7日（水）   後藤 達也氏「形式と自由」
11月12日（月）   濱田 靖弘氏「建築とエネルギーについて（仮題）」
11月19日（月）   武田 邦彦氏「デザインとしての環境論」
11月中旬予定　中島    肇氏「空間構造とデザイン（仮題）」
11月30日（金）   田辺 新一氏「建築における環境工と設備のおもしろさ（仮題）」
12月  7日（金）   岩澤 浩一氏「『コンセプトとその実現』
　　　　　　　 ～卒業設計から現在までの設計活動をとおして～」

《第9回北海道工業大学建築学科建築展》
期間 ： 11月17日（土）～22日（木）
会場 ： 紀伊國屋書店札幌本店2階ギャラリー

建築の面白さ・奥深さにふれる機会

第45回北海道工業大学大学祭

9月29日（土）・ 30日（日）
会場 ： 北海道工業大学

※詳細はホームページにて 
　http://www.hit.ac.jp/̃fes/

※9月28日（金）は準備日です。

《主なイベント》

北海道工業大学大学祭を今年も開催

9月29日（土）
DOMINANT LIVE
ザ・ビンゴ☆2012
推理ターイム！
花火

9月30日（日）
もちりんピック in HIT
松本梨香＆NoBスペシャルLIVE
じゃんけんファイト！
THE BINGO☆2012

※講演日程・内容は予定のため、やむをえない事情による
　変更の際には何卒ご容赦願います。

HIT SCHEDULE CALENDAR 2012-2013

2013

HIT EVENT INFORMATION

09  september

父母懇談会（地方）、進学・入試相談会（地方）
夏季休業終了
学位記授与式（10：00～）
後期始講
父母懇談会（札幌）
第2回A0入試［前期］セミナー、
第1回AO入試［後期］エントリー説明会
大学祭（～30日）
第3回オープンキャンパス

15
18
20
21
22
23

28
29

□土
□火
□木
□金
□土
□日

11  november

AO入試［前期］
北海道工業大学大学説明会（企業向け：札幌会場）
第2回AO入試［後期］セミナー
系列校推薦入試
公募推薦入試［前期］、指定校推薦入試、
編入学試験［後期（社会人・学士）］、外国人留学生入試
第3回AO入試［後期］セミナー

04
09
11
17
18

25

□日
□金
□日
□土
□日

□日

10  october

第3回AO入試［前期］セミナー、
第2回AO入試［後期］エントリー説明会
第1回AO入試［後期］セミナー
第2回大学見学会

06

21
28
□日

□土

□日

12  december

奨学生選抜入試
冬季休業前終講
AO入試［後期］、公募推薦入試［中期］
冬季休業開始（～1月4日）

09
21
22
25

□日
□金
□土
□火

□金
□土

01  january

冬季休業終了
冬季休業明け始講

04
07
□金
□月

9/12 wed -14 fri
本学機械システム工学科の河合洋明先生が実行委員長を務めます。9月13日（木）16:00～17:30には、「生命体における巨視的構
造の力学的構築」と題して、北海道大学先端生命科学研究院長の川端和重先生による特別講演があります。この講演は、一般の方も
聴講できる公開講座（無料）です。

●会場 ： 北海道工業大学
※詳細はホームページにて
　 http://nenji.jsrae.or.jp/nenji/

日本冷凍空調学会年次大会 

9/29 sat  13：30～16：20
本学人間社会学科の湯川恵子先生が、全国大会の副実行委員長を務めます。9月29日（土）13:30～16:20には、「地域が掘り起こした宝もの
～"江別小麦めん"北海道江別市・地域連携の取り組み～」と題して、講師に佐久間良博氏（江別製粉株式会社 常務取締役）・杉野邦彦氏（株
式会社菊水 代表取締役社長）を招いた公開シンポジウムと、片岡弘正氏（かたおか農園）他3名を招いたパネルディスカッションを開催します。シ
ンポジウムは一般の方も無料参加できますので、直接会場（北大工学部）までお越しください。

●会場 ： 北海道大学大学院 工学研究院 
　　　　オープンホール

日本経営診断学会全国大会

9/22 sat  17：00～18：30
“就職大航海時代の羅針盤”をテーマに、厳しい就職戦線に立ち向かうため、若者はどう学び自分を強くすべきなのかを主な論点に人間
社会学科の2年生が意見を述べ、聴衆と議論を展開します。この企画は、本学の夢プロジェクト「論客育成塾」の一環として行われます。

●会場 ： 紀伊國屋書店札幌本店 
　　　   1階インナーガーデン

人間社会学科まちなかトークセッション②
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